
１７号 ４面 守谷稲門会報 令和５年１月２５日

編
集
後
記

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
冬
晴

れ
が
続
き
ま
し
た
。
学
生
ス
ポ
ー

ツ
で
は
早
大
は
日
本
選
手
権
ア

メ
フ
ッ
ト
、
ラ
グ
ビ
ー
共
残
念

な
が
ら
準
優
勝
。
箱
根
駅
伝

は
昨
年
シ
ー
ド
落
で
し
た
が
６

位
と
頑
張
り
ま
し
た
。
ま
ず
、

今
号
発
行
を
中
旬
と
伝
え
ま

し
た
が
下
旬
に
延
び
た
こ
と
お

詫
び
し
ま
す
。
早
慶
野
球
戦
１

２
０
周
年
試
合
が
茨
城
県
で

開
催
さ
れ
た
こ
と
が
良
い
記
念

に
な
り
オ
マ
ケ
に
観
戦
で
き
喜

ん
で
い
ま
す
。
快
晴
観
衆
約
８

千
人
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
両
校
応

援
に
若
い
頃
想
い
だ
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
３
対
６
の
惜
敗
で

し
た
。
強
い
早
稲
田
の
姿
望
み

た
い
も
の
で
す
。
今
年
も
頑
張
っ

て
行
事
の
様
子
等
し
っ
か
り
会

報
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
会
員
各
位
の
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。
３
年
間
コ
ロ
ナ
禍

で
日
常
生
活
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
今
春
か
ら
マ
ス
ク
生

活
か
ら
解
放
さ
れ
そ
う
で
す
。

素
顔
の
フ
ェ
ー
ス
ツ
ー
フ
ェ
ー
ス

で
対
面
し
た
い
で
す
ね
。（
村
田
）

分

科

会

守
谷
稲
門
会
分
科
会

（
健
康
ゴ
ル
フ
部
会
）
に
つ
い
て

石
川

育
男

２
０
１
８
年
３
月
２
２
日
（
木
）
第

一
回
守
谷
稲
門
会
健
康
ゴ
ル
フ

が
常
総
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て

開
催
さ
れ
て
以
来
、
コ
ロ
ナ
下
の

３
年
間
を
乗
り
越
え
６
０
回
目
を

数
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

目
的
は

①
、
健
康
寿
命
を
少
し
で
も
延
ば

す
。

②
、
同
窓
同
好
の
士
と
楽
し
く
会

話
を
楽
し
み
親
睦
す
る
。

③
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
自
分
の
健
康

状
態
の
確
認
・
向
上
を
図
る
。

④
、
健
康
ゴ
ル
フ（
賭
け
な
い
、
飲

ま
な
い
）
。

現
在
は
月
１
回
（
厳
冬
期
、
酷

暑
期
も
１
組
参
加
人
数
あ
る
時
）

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
考
慮
し
コ

ロ
ナ
対
策
も
含
め
開
催
場
所
は
、

近
隣
の
野
田
の
コ
ー
ス
２
箇
所
に

て
実
施
中
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
１
１
人
（
山
崎
さ
ん

本
年
か
ら
正
式
会
員
）
に
な
り

毎
回
５
人
前
後
が
参
加
し
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
石
川
が
年
間
優
勝

（
新
ぺ
リ
に
て
ネ
ッ
ト
７
６
．
４
）
し

ま
し
た
が
、
隠
れ
優
勝
は
山
崎
さ

ん
（
グ
ロ
ス
、
ネ
ッ
ト
共
１
位
）
で
２

０
２
３
年
（
正
式
会
員
に
な
り
）
優

勝
候
補
筆
頭
、
又
他
の
会
員
各

位
も
各
人
の
目
標
を
持
っ
て
２
０

２
３
年
も
楽
し
く
プ
レ
イ
し
始
め

て
お
り
ま
す
。

ま
た
今
年
か
ら
近
隣
の
常
総
稲

門
会
か
ら
も
参
加
し
て
頂
く
事

に
な
り
、
そ
の
他
の
稲
門
会
と
の

交
流
も
進
め
て
お
り
ま
す
。
守
谷

稲
門
会
で
は
新
ぺ
リ
に
よ
る
ネ
ッ

ト
年
間
集
計
を
表
彰
し
て
い
ま

す
が
、
「
あ
く
ま
で
も
“
健
康
”
ゴ

ル
フ
で
あ
る
事
を
忘
れ
ず
に
行
こ

う
」
と
初
心
を
忘
れ
ず
に
楽
し
く
、

プ
レ
イ
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
規
メ
ン
バ
ー
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
！

（
参
考
資
料
）
「
総
務
省
統
計
局

の
令
和
３
年
社
会
生
活
基
本
調

査
」
に
よ
る
と
、
過
去
１
年
間
に

ゴ
ル
フ
し
た
余
暇
活
動
ゴ
ル
フ
人

口
は
５
年
前
に
比
べ
１
３
．
１
％
の

大
幅
減
だ
っ
た
。
し
か
し
年
齢
別

に
み
る
と
団
塊
世
代
中
心
（
７
０

～
７
４
歳
）
は
２
０
．
９
％
増
・
若

者
世
代
（
２
０
～
２
４
歳
）
２
５
．
４

％
増
で
、
特
記
事
項
と
し
て
８
５

歳
以
上
は
ゴ
ル
フ
人
口
は
７
．
３

万
人
で
あ
る
が
増
加
率
で
５
５
．

２
％
で
一
番
の
伸
び
で
あ
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
ゴ
ル
フ
手
控
え
も
あ
っ

た
が
、
健
康
志
向
の
高
齢
者
の
コ

ア
世
代
が
回
数
を
増
や
し
た
結

果
だ
っ
た
。

２
０
２
２
，
１
０
，
２
１

野
田
市
営
ヒ
バ
リ
コ
ー
ス
に
て

講

演

会

１
１
月
２
６
日
、
中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
で
守
谷
市
教
育
委
員
会

主
催
「
家
庭
教
育
講
座
」
が
開
催

さ
れ
た
。

講
師
は
東
京
都
２
３
区
支
部

中
央
稲
門
会
会
長
白
坂
亜
紀
氏
。

当
日
は
守
谷
稲
門
会
か
ら
前
会

長
塚
原
三
千
勝
氏
宮
本
誠
氏
村

田
隆
の
３
名
が
参
加
。
約
２
時
間

途
中
休
憩
が
あ
り
、
終
始
滑
舌

良
く
分
か
り
易
く
退
屈
す
る
こ

と
な
く
話
さ
れ
た
。
現
在
は
“
ク

ラ
ブ
稲
葉
”
“
小
料
理
・
ラ
ウ
ン
ジ

稲
葉
”
“
日
本
料
理
穂
の
花
”
を

経
営
さ
れ
て
い
る
。
学
生
時
代
か

ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
夜
の
銀

座
の
様
子
を
ホ
ス
テ
ス
、
マ
マ（
経

営
者
）
の
立
場
か
ら
話
さ
れ
る
。

実
際
ホ
ス
テ
ス
の
仕
事
は
大
変
厳

し
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
経
営

者
感
覚
で
な
い
と
勤
ま
ら
な
い
よ

う
だ
。
本
人
は
二
人
の
お
子
様
を

仕
事
を
し
な
が
ら
育
て
ら
れ
た

こ
と
、
銀
座
の
ビ
ル
屋
上
で
ミ
ツ
バ

チ
を
育
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
東

日
本
震
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
々
を
滔
々
と
語
ら
れ
た
。

時
間
の
過
ぎ
る
こ
と
を
忘
れ
る

様
な
お
話
で
あ
っ
た
。

終
了
後
、
塚
原
全
会
長
が
白

坂
氏
を
塚
原
工
房
に
お
招
き
し

て
、
自
慢
の
ワ
イ
ン
、
焼
き
物
等

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
又
、
出
来

れ
ば
中
央
稲
門
会
と
の
交
流
を

お
願
い
し
た
。
そ
の
後
、
記
念
写

真
を
撮
っ
て
お
別
れ
と
な
っ
た
。

活
躍
す
る
女
性
の
一
面
を
拝
見

し
た
。

（
村
田
）

塚
原
工
房
に
て

星
の
観
察
会

１
月
１
５
日
夜
、
学
び
の
里

で
予
定
し
た
“
星
の
観
察
会
”

は
雨
天
の
た
め
１
月
２
２
日

に
順
延
と
な
り
ま
し
た
。


